
１４．市民と市政 
（１）市政への市民参加 
◇「市の各種世論調査」が３割弱 
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＜図表１４－１＞市政への市民参加

問40 「市政への市民参加」ということが言われていますが、あなたはどのような方法で市政に参加した

いと思いますか。次の中から３つまで選んでください。
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市政への市民参加について尋ねたところ、「市の各種世論調査」（30.9％）の割合が最も高く約3割と

っている。「イベントなどへのボランティア参加」（20.8％）は約２割、「まちづくりモニター制度」

15.8％）、「市と協働する市民活動」（13.1％）、「学校支援のためのボランティア参加」（11.2％）、「公

会」（10.2％）で１割を超えている。また、「参加したくない」（27.3％）の割合が３割弱と高くなって

る。（図表１４－１） 
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無 回 答



 
前回の調査結果と比較すると、「参加したくない」は前回より５ポイントほど減少している。他の項

目は大きな差異はみられない。「市民活動」については、今回調査では「市と協働する市民活動」、前回

調査では「環境保護活動などの市民活動」と選択肢の表現が異なっており、「イベントなどへのボラン

ティア参加」と、「学校支援のためのボランティア活動」は前回調査での選択肢には含まれていなかっ

た。（図表１４－２） 
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無 回 答
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上位６項目について性別でみると、「市と協働する市民活動」で男性全体（17.4％）が女性全体（9.6％）

よりやや高い割合を示す。性・年代別では、「市の各種世論調査」で女性の４０代（45.3％）が４割半

ばとなっている。（図表１４－３） 
＜図表１４－３＞市政への市民参加／性別、性・年代別（上位６項目） 
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上位６項目についての回答を、職業別にみると「市の各種世論調査」では、勤め人（計）（36.0％）

が、自営（計）（24.1％）、無職（計）（12.5％）より若干高い割合を示す。 
 

＜図表１４－４＞市政への市民参加／職業別（上位６項目） 
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（２）施策への要望 
◇「高齢福祉対策の推進」が約３割 
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＜図表１４－５＞施策への要望（複数回答）

問41 これからの市政に対して、あなたが特に力を入れて欲しいことがありましたら、次の中から３つま

で選んでください。
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これからの施策への要望を尋ねたところ、「高齢福祉対策の推進」（32.4％）の割合が最も高く、約３

となっている。「健康診査などの保健対策」（22.5％）で約２割、以下、「地震などの防災対策」（17.7％）、

学校教育の充実」（16.1％）、「騒音などの公害対策」（15.8％）、「地球温暖化などの環境対策」（12.9％）、

道路や排水の整備」（12.9％）、「児童福祉対策の推進」（12.5％）、「歩道や信号機等の交通安全対策」

12.3％）、「樹木や緑地保全等の緑化対策」（10.7％）と続いている。（図表１４－５） 
前回調査の結果と比較すると、「高齢福祉対策の推進」が今回（32.4％）、前回（35.2％）ともに３割

超えて最も高い割合となっている。「健康診査などの保健対策」は今回（22.5％）が前回（17.7％）よ

やや高い割合を示す。「地震等の防災対策」、「騒音などの公害対策」は前回調査より若干割合が減少

た。「商工業の振興対策」（8.4％）は前回（3.6％）から約５ポイント上昇している。（図表１４－５） 

0.9無回答回 答
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上位６項目（「道路や排水の整備」、「地球温暖化などの環境対策」は同率であったため表示は７項目）

について、地域別にみると、「高齢福祉対策の推進」はＡブロック（38.8％）で約４割と他のエリアよ

り若干高い割合を示し、Ｂブロック（27.6％）、Ｃブロック（31.2％）では３割弱とやや低い割合となっ

ている。「健康診査等の保健対策」はＤブロック（32.9％）で他のエリアよりやや高い割合を示す。「騒

音などの公害対策」と「道路や排水の整備」では、Ｃブロック、Ｄブロックでその他のエリアより５ポ

イント程度低い割合を示す。（図表１４－６） 
＜図表１４－６＞施策への要望／地域別（上位６項目） 
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上位６項目を性別にみると、「地震などの防災対策」では男性より女性の方がやや高い割合を示す。

性・年代別では、「高齢福祉対策の推進」の割合は、男女ともに年代が上がるにしたがい高くなる傾向

がみられ、特に男性の６０代（51.5％）、女性の６０代（51.5％）、女性の７０歳以上（50.0％）では約

半数となっている。また、「学校教育の充実」は女性の３０代（32.5％）、女性の４０代（32.0％）が３

割を超え、他の性・年代よりやや高い割合を示す。（図表１４－７） 
＜図表１４－７＞施策への要望／性別、性・年代別（上位６項目） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
性
・年
代
別 

男
性
・年
代
別 

女
性
・年
代
別 

男
性
・年
代
別 

女
性
・年
代
別 

男
性
・年
代
別 

性
別 

性
別

性
別

13.1男 性 全 体(305)

学校教育の充実ｎ

16.1

騒音などの公害対策

15.4

道路や排水の整備

(%)

18.6

15.7

28.0

46.2

51.5

50.0

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

18.6

27.7

14.7

21.5

23.5

22.0

30.2

15.7

20.0

24.6

25.0

30.0

15.2

10.9

7.5

14.3

22.7

2.4

21.2

18.2

11.3

28.6

25.8

23.8

12.1

7.3

17.0

42.9

51.5

38.1

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

12.8

21.6

地震などの防災対策

(%)21.6

23.2

健康診査などの保健対策

29.8

34.4

男 性 全 体(305)

女 性 全 体(384)

高齢福祉対策の推進ｎ
184 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20.9

10.8

10.7

13.8

22.1

10.0

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

12.1

9.1

11.3

7.1

13.6

14.3

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

11.1

14.3

男 性 全 体(305)

女 性 全 体(384)

地球温暖化などの環境対策ｎ

(%)

11.6

10.8

16.0

10.8

7.4

8.0

20.9

14.5

20.0

20.0

13.2

4.0

9.3

32.5

32.0

15.4

5.9

4.0

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

18.2

14.5

15.1

14.3

15.2

16.7

21.2

23.6

20.8

10.7

9.1

14.3

18.2

23.6

15.1

10.7

4.5

9.5

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

18.5女 性 全 体(384) 15.6 10.9



 
 上位６項目を職業別にみると、「高齢者福祉対策の推進」は無職（計）（39.6％）で約４割となってい

る。（図表１４－８） 
＜図表１４－８＞施策への要望／職業別（上位６項目） 
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 上位６項目をライフステージ別でみると、「高齢福祉対策の推進」では老人世帯（59.1％）で約６割、

「学校教育の充実」では家族成長前期（62.7％）で６割を超えている。（図表１４－９） 
＜図表１４－９＞施策への要望／ライフステージ別（上位６項目） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.4

11.5

16.9

21.6

47.4

48.4

59.1

40.4

独 身 期 (103)

家族形成期 ( 78)

家族成長前期( 59)

家族成長後期( 51)

家族成熟期 (133)

高 齢 期 ( 31)

老 人 世 帯 ( 44)

そ の 他 (151)

高齢福祉対策の推進
ｎ

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別 

18.4

10.3

6.8

7.8

16.5

12.9

11.4

14.6

独 身 期 (103)

家族形成期 ( 78)

家族成長前期( 59)

家族成長後期( 51)

家族成熟期 (133)

高 齢 期 ( 31)

老 人 世 帯 ( 44)

そ の 他 (151)

地球温暖化などの

環境対策
ｎ

(%)

12.6

15.4

15.3

19.6

10.5

16.1

9.1

11.9

道路や排水の整備

(%)20.4

20.5

13.6

15.7

12.0

19.4

11.4

18.5

騒音などの公害対策

8.7

28.2

62.7

13.7

14.3

6.5

4.5

8.6

独 身 期 (103)

家族形成期 ( 78)

家族成長前期( 59)

家族成長後期( 51)

家族成熟期 (133)

高 齢 期 ( 31)

老 人 世 帯 ( 44)

そ の 他 (151)

学校教育の充実
ｎ

19.4

23.1

16.9

19.6

31.6

32.3

40.9

16.6

健康診査などの

保健対策
18.4

21.8

11.9

7.8

21.1

29.0

22.7

17.2

地震などの防災対策

(%)



187 

 
（３）施策の認知状況 
◇『市民無料相談』で「良く知っている」、「少し知っている」を合わせた【知っている】が約半数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 施策の認知状況について尋ねたところ、「良く知っている」と「少し知っている」を合わせた【知っ

ている】は、『市民無料相談』（53.7％）で一番割合が高く、約半数となっている。以下、『西多摩８市

町村の図書館を利用できる』（35.8％）、『福生市育英資金制度』（22.6％）、『福生市入学資金融資制度』

（19.8％）、『福生輝き市民サポートセンター』（14.1％）、『市政出前講座』（8.0％）、『市民活動災害補償

制度』（6.8％）の順となっている。「良く知っている」の割合が高かったものは『西多摩８市町村の図書

館を利用できる』（15.5％）、『市民無料相談』（13.6％）で１割半ば、「知らない」の割合は『市政出前講

座』（67.5％）、『市民活動災害補償制度』（61.4％）、『福生輝き市民サポートセンター』（51.2％）で半数

を超えている。（図表１４－１０） 
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（ア）福生市育英資金制度 
 性別でみると、【知っている】は男性全体（16.7％）より女性全体（27.4％）が１割ほど高い割合を示

す。性・年代別でみると、【知っている】は女性の４０代（40.0％）、女性の５０代（43.1％）で４割を

超え、他の年代より高い割合を示す。【知らない】は男女ともに２０代・３０代で８割半ばとなってい

る。（図表１４－１１） 
＜図表１４－１１＞福生市育英資金制度の認知度／性別、性・年代別 
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（イ）福生市入学資金融資制度 
 性別でみると、【知らない】は男性全体（77.7％）より女性全体（70.3％）が１割弱高い割合を示す。

性・年代別でみると、【知っている】は女性の４０代（37.3％）、女性の５０代（36.9％）で３割後半と

なり、他の年代より高い割合を示す。【知らない】は女性の２０代（90.7％）で９割を超え、男性の３

０代（89.0％）でも約９割となっている。（図表１４－１２） 
＜図表１４－１２＞福生市入学資金融資制度の認知度／性別、性・年代別 
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（ウ）西多摩８市町村の図書館を利用できる 
 性別でみると、男女間の差異はあまりみられない。性・年代別でみると、【知っている】は４０代、

５０代で男性より女性の方が高い割合を示し、６０代、７０代では男性が女性より高い割合を示す。【知

っている】は男性の２０代（39.4％）、３０代（40.0％）、７０代（40.4％）、が４割程度となり、女性で

は３０代（44.6％）、４０代（40.0％）、５０台（44.7％）で約４割となっている。（図表１４－１３） 
＜図表１４－１３＞西多摩８市町村の図書館を利用できる／性別、性・年代別 
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（エ）市政出前講座 
 性別でみると、男女間の差異はあまりみられない。性・年代別でみると、【知っている】は男性の７

０代（21.4％）が最も割合が高くなっている。全体として【知らない】の割合が高く、特に女性の２０

代は、【知っている】の回答がなかった。（図表１４－１４） 
＜図表１４－１４＞市政出前講座／性別、性・年代別 
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（オ）市民活動災害補償制度 
 性別でみると、男女間の差異はあまりみられない。性・年代別でみると、【知っている】は男性の６

０代（15.1％）と７０代（14.3％）、女性の６０代（11.8％）で１割を超えている。全体として【知らな

い】の割合が高く、特に女性の２０代（95.3％）は【知っている】という回答がみられなかった。 
（図表１４－１５） 

＜図表１４－１５＞市民活動災害補償制度／性別、性・年代別 
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（カ）福生輝き市民サポートセンター 
 性別でみると、男女間の差異はあまりみられない。性・年代別でみると、【知っている】は男性の７

０代（19.0％）が最も割合が高くなっている。全体として【知らない】の割合が高く、特に女性の２０

代は、「良く知っている」の回答がなかった。（図表１４－１６） 
＜図表１４－１６＞福生輝き市民サポートセンター／性別、性・年代別 
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３０代 

４０代 

５０代 

６０代 
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【 男 性 】
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（キ）市民無料相談 
 性別でみると、【知っている】男性全体（45.5％）より女性全体（60.2％）で１割以上高い割合を示す。

性・年代別でみると、【知っている】は女性の５０代（75.4％）が一番割合が高く、女性の６０代（70.6％）

とともに約７割、女性の４０代（66.7％）でも６割半ばとなっている。男女ともに２０代（男性36.4％、

女性25.6％）が他の年代に比べて【知っている】の割合が低く、男性は３０代（36.3％）も【知ってい

る】の割合が３割代となっている。（図表１４－１７） 
＜図表１４－１７＞市民無料相談／性別、性・年代別 
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